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第1章

1909年 、Langeu.Nitscheハ 苛 性 加 里 ヲ以 ツ

テ 同 質 化 セ シ メ タ喀 擁 二 「リ グ ロ イ ン」ヲ 如 へ 、

振 盈 シ テ 結 核 菌 ノ 俘 揚 集 菌 二 成 功 セ リ。 爾 來

Bogas◎n,LoefHer,井 上 、SchweanyandSta・

dn{chenko,Edward,LynnandCutbill,Ri-

chard,高 橋 及 ピ李 等 二 依 リテ 、各 種 ノ水 ト混 和

セ ザ ル 脂 質 溶 媒 ヲ用 ヒ タ ル俘 揚 集 菌 法 考 案 セ ラ

緒 言

レタリ.浮 揚集菌法 ノ原理 ハ鑛物 ノ浮 選操 業法

ノソレ ト全 ク軌 ヲ1ニ スルモ ノニ シテ、菌表面

ノ疎水性 ヲ利用 セル モ ノナ リ。余 ハコ ノ原理 ヲ

用 ヒテ細菌 ノ検 出、聚落 ノ鑑別蛇 二解離 二資 セ

ンガ爲 メ、数 種 ノ抗 酸性拉 二非抗酸性菌 ノ乳飼

二就 キ、 先 ヅ 俘揚現象 ノ基礎的條 件 ヲ吟 味 セ

リ。

第2章 方 法

1mg/1c・9ノ 菌 乳醐 ヲ直径約1emノ 試 瞼管 二

2(識 入y、 之 二同量 ノ脂 質溶媒 ヲ重盤 シ、10分

間振 盛後10分 間放 置 シ、細菌 ノ俘揚 シテ 爾液

嘩

ノ界面二移行スルヲ観察ス.浮 揚 ノ程度ハ浮揚

セル菌量 ノ全菌量二樹スル百分率 ヲ以 テ表ハ

スo

第3章 浮揚媒質

浮 揚 媒 質 ト シ テ 次 ノ如 キ 脂 質 溶 媒s帥 チrベ ン

ツ オPt7Yj、rク ロ 、ホ ル ムJv「 トル オ ー ル 」、「キ

シ ロ ー ルJ、 「ベ ン チ ンJ、 石 油 ドェ ー テ ル 」及 ビ

「エ ー テ ル 」ヲ用 ヒ.人 型 及 ビ牛 型 結 核 菌 二 就 テ

浮 揚 度 ヲ比 較 セ リ。

ソ ノ成 績 ハ 第1表 二見 ル 如 瓦rエ ー テ ル 」ハ 最

モ浮 揚 力 彊 ク、 石 油 「エ ー テ ルJ及 ビrベ ン チ ン」

之 二 次 ギ、 「トル オ ー ル 」、rキ シ ロ ー ル 」、 「ベ ン

ッ オー ル 」ハ 可 ナ ソ劣 ルe「 ク ロ ・ホ ル ムJハ 比

重 大 ナ ル 爲 メ關 係 ハ 逆 ナ ル モ、 界 面 二 移 行 ス ル

程 度 ハ 「ペ ン チ ン」二 劣 ル。
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第1表 人型及ビ牛型結核菌二封スル各種媒質 ノ浮揚力
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第 妥章 細菌 ノ種類

脂 質溶媒 中、俘揚力最大 バ エーテルjヲ 用 ヒ、

各種細菌 ノ俘揚度 ヲ検 セ リ。帥 チ抗 酸姓菌 トシ

テ人型、 牛型 及 ビ鳥型結核菌、「チモテ」菌、ザス

メゲマ」菌、非抗 酸性菌 トシテ 葡萄歌球菌、連

鎮状球菌、肺 炎讐球薦 、大腸菌、腸 「チブ勾 菌、

志賀赤痢菌、 「ヂフテ リー」菌、馬鼻疽菌 及 ビ枯

草菌 二就 テ検 セ リ。最 モ良 ク俘揚 スルハ人型、

牛型結核菌 ニ シテ、鳥型結核菌、 ザスメグマ」菌

ハ之 二次 ギ、 ザチモテ」菌 ノ俘揚ハ甚 ダ劣ル。非

抗 酸性菌 二於 テハ「ヂフテリー」菌 ノミ僅 二浮揚

ス.即 チ上記 ノ細菌 ハ此 ノ順 序 ヲ以 テ疎 水性 ガ

大 デ親水性 ガ小 デアル.是 ハ各細 菌 ノ類脂禮 含

有量 ノ大 小二關聯 アルモ ノ ト思惟 セ ラル.

第5章 水素 「イオン」濃度ノ影響

各種抗酸性菌 ノ俘揚 二及 ボス水素 「イオ ン」濃度

ノ影響 ヲ観察 セ ン トシ、同一條 件ニ テpHノ ミ

異 ルー連 ノ乳捌 二就 テ「エー テル」ニ ヨル俘揚度

ヲ比較 セ リ。成績 ハ第2表 二示 ス如 ク、一般 二.

「アル カ リJ性 二於 ケル ヨリモ酸性側 二於 テ俘揚

力著明 ナ リes即 チ「アル カ 瑳 性溶媒中rテ ハ細

菌 ノ親水性壇大 スル ト魔 シク、爲 メニ俘揚 シ難

第2表

キモ ノト惟 ハノ%爾 之 ヲ仔細 二吟味 スルニ、人

型、 牛型、鳥型結核菌及 ビ「スメグマ」繭 二於 テ

ハpH4・0二 於 テ最 モヨク浮揚 シ、 「チモテJ菌

ハpH5・6以 上 ノ「アル カリ」性 二於 テ
、rス メ

グマ」菌 ハpH9.4以 上 ノrア ル カ リ」性 二於 テ

殆 ンドソ ノ俘揚 ヲ認 メズ。
9

水 素 「イオ ソ濃 度 が各種 抗 酸 性 菌 バ ェ ー テル」浮 揚 現 象 二及tit・・Pt影響

pH

菌 種 ＼

人 型 結 核 菌

2。0 3.0 4。0 4.6 5・6i7・0

80.9%1

9.4

86.4%92.1%

88.891.5

77。488.7

752

97.8%193。6%

96・4L22・4

92.778。6

42.932.4

8i5.762。4

第6章 温度 ノ影響

抗酸薗 ノ浮揚 二關 シ温度 ガ或 ル影響 ヲ有 スペキ

事 ハ想像 サル ・所 ナ リ。余 ハ囁氏5度 、8度 、

13度 、18度 及 ビ35度 二於 ケル前述 ノ各種抗酸

性 菌 ノrエ ー テル」ニ ヨル俘揚度 ヲ比較 セ リ。成

績 ハ第3表 ノ如 ク、 大略13度 マデハ 温度 ノ上

8

一
(
V

58

≒

昇 二俘 ヒ浮揚度 モ亦壇大 ス.之 ヲ精査 スル ニ、

人型及 ビ牛型結核薦 ノ浮揚 ハ13度 以上 二於 テ

大差 ナ 久 鳥 型結 核菌及 ビ「スメ グマ」薗 ハ温度

ノ上 昇 ト共 二浮揚 度 モ檜大 ス.而 テ1一チモ テ」菌

ハ殆 ン ド浮揚 ヲ認 メズ.
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第3表 各種抗酸性菌 ■「エー一テル」浮揚現象二及ボス温度ノ影響

＼齢 遡
度

種_鳶 ＼

5◎C 営C【 、㌍cl1獄C35℃i}

[_一
人 型 結 核 劃25・7% 52.5%・ 82.4%

`83
・2%/83・7%

牛 型 結 核 菌 25.2
}

一一
53.1 83.1 84.3i84.7

鳥 型 結 核 菌 ≒ ・123・3 64.2ぜ

一 ㎜酬皿

72.4i80.5

「チ モ テ」 菌 ≒0[≒0 ≒0…1 ≒0≒0
…

ドス メ グ マ」菌 ≒oi5.4 54。5160。2i78.2

第7章 濃度ノ影響

結 核菌浮游液 ノ濃度 ガ「エー テル」ニ ヨル浮揚 ノ

程 度 二 如何 ナル 關係 ヲ有 スノジカヲ 検 セ ン トシ

テ、5mg/c.a、2mg/c.q、1mg/c.a、O.5mg〆 ◎a

及 ピ0.1mg/c.qノ 各 濃度 二於 ケル入型、牛型及

ビ鳥型結核菌 ノ俘揚度 ヲ比較 セルニ、成績 ハ第

4表 ノ如 ク、各菌型共濃度 ニ ヨリテ多少 ノ相違

第4表

ヲ認 メ、一般 二濃厚俘游液 ハ俘揚度 ノ劣ル傾 向

ア リ.即 チ、溶媒 中二於 ケル細菌 ノ濃度大 ナ レ

バ親水性 ガ増大 スル如 シ ト錐、又此際 使用 セル

「エー テル」ノ量 ト菌濃度 トノ關係 モ考慮 セザル

ベカ ラズ
、禽精細研究 ヲ要 スルモ ノ トス。

各種結核菌バ エーテrv」ve揚現象二及ボス濃度 ノ影響i

'べ
蟹

人 型 結 核 菌

,,

牛 型 結 核 薗
一

,,

鳥 型 結 核 菌

5mg/qQ 2mg/qq

66.8%

1「 勇.2

63.8

61.5

42.9

81.5%

85.5

66.7

65。0

44.5

ualmg/qaO
.5mg/aqO.1mg/d9

&3=7=%」85・0%
93。4}96.4

82.3 84.5

75.977.2=
_1

44.248.5

87.2%

94.4

85.2

82.2

53.7

第8章 浮揚力

「エーテル」ノ入型結核菌二封 スル俘揚カヲ遠心

沈澱法 ト比較 セリ.逡 心カハ時間 ト回轄藪ニヨ

リ表ハシ得ルヲ以 テ、 結核菌乳剤 ヲ遠心沈澱

シ、然 ル後 ソノ上清 ヲ尚俘揚 セ シメ得 ル如 キ限

界 二於 ケル回轄数 ト時聞 ヲ求 ムル ニ、略 〈1分

間3600同 轄20分 間 ノモノニ匹敵 ス(第5表 〉。

第5表 浮揚力 ト遽心カ トノ比較(人 型結核 ノザエーテル」浮揚)
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第9章 結核菌ノ紐朕形成ノ難易 卜浮揚度ノ關係

青山博士等ハ第 勿 周結核病學會 二於 テ次 ノ如

キ組成 ヲ有 スル液罷培養基(8番 培養基 ト樗 ス〉

ヲ用 ヒテ結核菌ヲ培養 シ、特異ナル紐状配列 ヲ

ナシテ螢育 スル ヲ認 メ.且S型 菌ハR型 菌二比

シ早期 二紐歌形成二至ルコトヲ認 メタリ。而 テ

結核菌 ノ斯 ル登育形式ハ菌禮表面 ノ性歌二關

聯 ヲ有 スルモノト椎定 サル ・ニヨリ、余ハ人型

虹 二牛型結核菌二就 キ菌株 ニヨル浮揚カ ノ大小
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卜緻 彬 成 ノ遽速 トノ關係 ヲ検 セ リ
、

8番 培養基 ノ組成 ハ

血液 成分10.0

「グ リセ リン」3
.0

鱈 水 ヲ加へ100.0

但 シ血液成分 ハ腕織維 虹液 二倍容 ノrエ ー テルk

ヲ加 へ振盗後静 置 シテ溶血 々液成分 ヲ探取 セノレ

モ ノヲ用 フ.

其 ノ成績 ハ第6表 二示 ス如 久 一般 二短時 日二

於 テ紐 状配列 ヲ形成 スル モノハ然 ラザルモ ノニ

比 シテ俘揚度ハ低位 ニ アリ、換言 セバS型 傾向

ヲ有 スル モ ノハ ソノ親雄 ガ大 ニ シテ
、R型 ハ

疎 水性 ガ大 ナル ヲ認 メ タリ。是 へS型 及 ビR型

培養 ノ含有 スル類脂禮 ノ多寡 二關 スル モノ ト思

ノ、ノレ
o

第6表 結核菌 ノ紐駿形成 ノ難易 ト

浮揚度 ノ關係
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第10章 総 括 勉 二考 按

余 ハ浮游 選鑛 法 ノ原理 二財 リ菌 ノ乳齊1二種 々ノ

脂 質溶媒 ヲ重層 シ振盗 ニ ヨリ氣泡 ヲ生 ゼ シメ、

菌農 表面 ト夫等液禮、氣髄間 ノ表面張カ ノ關係

ニ ヨ リ菌 ノ浮 揚 ヲ圖 リ
、 之 ニ ヨリ抗酸性菌 ノ性

献、聚落 ノ判別、聚落解離 ヘ ノ鷹用拉 二集菌法

トシテ ノ便値等 二就 キ吟 味 セ リ。

浮游 選鑛 法 二於 クル鑛物 ノ疎 水性及 ビ親 水性 ガ

ソノ俘揚 性 ヲ左右 スルガ如 ク、細 菌 ノ浮揚現象

二於 テモ菌種 ニ ヨリテ俘揚性 二甚 グ シキ相違 ア

リ、且 又、脂質溶媒 ノ表面張力低下性 ノ大小 ニ

ヨリテ菌 ノ俘揚力 二大 ナル遙庭 ア リ。脂質溶媒

トシテハ第3章 二於 テ述 ベ タルガ如 キ7種 ノ浮

揚媒質 ヲ用 ヒテ夫 々 ノ浮揚カ ヲ比較 セル ニ、就

中「エーテル」最 モ優 レ、他 ハ遙 二之 二劣ル ヲ見

タ リ.

次 二菌 ノ俘揚現 象 二於 ケル水素rイ オ ン」濃…度、

温度拉 二濃度 ノ影響 ヲ検 シタルニ、先 ヅ乳剤 ノ

水素 「イオ ン」濃度 ト俘揚カ トノ關係 二就 キ、人

型、 牛型、鳥型結核菌及 ビrス メ グマ」菌 ハpH

4.0卸 チ菌 ノ最 モ不 安定 ノ歌態 ニアル等電貼附

近 二於 テ最大値 ヲ示 シ、rチ モテ」菌ハpH3.0

二於 テ浮揚力増大 ス。温度 トノ關係バー一般 二温

度 ノ上昇 二從 ヒテ俘揚現 象顯 著 ナル モ、人 型、

牛型結核菌 ハ13度 以上 二 於 テ大差 ナ シ,濃 度

トノ關係 ・・1mg/1CAヲ 限界 トシテ 濃度 大ナ

ル時ハ俘揚力減弱 ス。

以 上 ノ條件 ノ下 二種 々 ノ抗酸性菌拉 二非抗酸性
ゴ

菌 ノ浮揚現象 ヲ検スルニ、抗酸姓菌中抗酸性 ノ

最 モ強キ人型拉二牛型結核菌 ノ浮揚度ハ最大ニ

シテ、鳥型結核菌之二次ギ 「チモテ」菌、「スメ

グマ」菌ハ遙二劣ルe

非抗酸性菌中「ヂフテリー」菌 ノミ僅二俘揚 スル

他、浮揚現象ヲ認メズ、 ・

最後二青山氏8番 培養基二於ケル結核菌 ノ紐状

嚢育 ノ難易 ト俘揚度 ノ關係二就キ、短時日二紐

歌嚢育ヲ示 ス菌株ハ浮揚度低 久 紐状嚢育困難

ナル菌株 ノ浮揚度ハ大 ナリ。

而テ結核菌 ノR型 、S型 ト紐ナ伏獲育 ノ難易 トハ

密接ナル關係アル事ハ青山博士等 ノ研究ニヨリ

テ明カニシテ、 此 ノ細 簸 育 ノ難易 ト浮揚度

ノ關係ハ結核菌 ノR型
、S型 ノ問題 二就 キ青山

博士等 ノ成績 ヲ裏書スルニ足ルモノト思考ス。
帥チ・浮揚現象ハ菌 ノ疎水性 親水性 ト不可分

ノ關係ニアリテ、紐綴 育容易ナル菌撫s型 〉
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ハ親水性 ニ シテ俘揚力小、反之、紐歌形成困難

ナル菌株(R型 〉ハ疎水性 ニ シテ俘揚力大 ナ リ。

是ハ圭 トシテコノ爾種培 養菌 ノ類脂禮 含有量 ノ

多寡 二關 スルモ ノ ト惟 ハル。

第11章 結 論

浮 游選鑛法 ノ原理 二基 キ、藪種 ノ脂質溶媒 ヲ浮

揚媒質 トシテ、抗酸性菌拉 二非抗酸姓菌 二就 キ

浮揚現象 ヲ観 察 シ、次 ノ結 論 ヲ得 タ リ.

1>藪 種 ノ俘揚 媒質中「エー テル」ノ浮揚力最

大 ニ シテ、 他 ハ遙 カニ及 バズ.

2)抗 酸 性蘭 中、人 型、 牛型結 核菌 ノ俘揚 度

ハ最 モ高 ク、鳥型結核菌、 「スメグマ」菌 之 二次

グ.非 抗 酸性菌 ニテハ、rヂ フテ リー」菌 ノミ僅

二浮揚 ス。

3>人 型、 牛型、鳥型結核菌 及 ビ「ス メグマ」

菌 ノ浮揚度 ハpH4.0二 於 テ 最嵩値 ヲ示 シ、

「チモテ」菌 ハpH3.0二 於 テ最 モ ヨク俘揚 ス。

4>一 般 二温度 ノ上昇 ト共 二俘揚度 モ増大 スル

モ、人型、 牛型 結核菌 ム 於 テハ 囁氏13度 以 上

二於 テ大差ナ久 鳥型結核菌及 ビ「スメグマ」菌

ハ温度上昇二從 ヒ浮揚度増大ス.

5>濃 厚俘游液 ノ浮揚度ハ稀薄俘游液 ノソv二

劣ル.

6>人 型結核菌 ノ浮揚カヲ遠心沈澱法 ト比較 ス

ルニ、1分 間3600同 轄20分 聞 ノモノニ匹敵ス。

7)人 型及ビ牛型結核菌 二就 キ、S型 傾向ヲ有

スル菌株 ノ俘揚度ハ低 ク、R型 傾向ノモノハ浮

揚度高 シ。鳥型結核菌 ノ俘揚度低 キハ周知 ノ如

ク此 ノモノガ通常S型 トシテ存在スルニ因ル。

8)俘 揚現象 ハ抗酸性菌 ト非抗酸姓菌 トノ鑑

別、人型、牛型拉二鳥型結核菌 ト其他 ノ抗酸性

菌 トノ分離等二利用 シ得ルモノト信 ズ。
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